
外来受診のご案内
■開扉時間　8：10

■受付時間　初診 8：30～11：00

　　　　　　再診 8：30～11：00

　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります

■休 診 日　日曜日・祝日・第3土曜

　　　　　　創立記念日（6月10日）

　　　　　　年 末 年 始（12月29日～1月3日）

■代表電話番号　043-462-8811

　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）

■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）

を必ずご持参ください。

■各科外来担当医はホームページをご覧ください。
　 https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp/sinryoka/
index.html　

紹介受診重点医療機関のお知らせ
当院は、2023年8月1日より紹介受診重点医療機関となり

ました。

紹介元医療機関と皆様の診療情報を共有するため、診療状

況を記載した文書を作成しています。その際「連携強化診

療情報提供料」をいただいております。あらかじめご了承

ください。
＊ 詳細は、厚生労働省ホームページ『紹介受診重点医療機関につ
いて』をご覧ください。

※ 平日同様に外来・手術
等をしております。

平日診療体制
※ 救急のご依頼はお問い
合わせください。

休　診

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせて
いただきます。

祝　日

2023年 10月 9日（月）

2023年 11月23日（木）

2024年 1月 8日（月）

土　曜

2023年 10月14日（土）

2023年 11月 4日（土）

2024年 1月27日（土）

2023年度 診療体制変更（祝日・土曜）について
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2023年度公開講座の日程

開催日 診療科 テーマ

10月28日（土） 眼科 『いつまでも「見える」を守るために！』

11月25日（土） メンタルヘルスクリニック 『地域社会で認知症とともに暮らす』

12月23日（土） 糖尿病・内分泌・代謝センター 『みんなで学ぼう！～肥満症治療～』

2023年10月１日現在

★１月以降も、毎月開催する予定です。テーマが決まり次第お知らせいたします。

　超高齢少子社会、人口減少社会を迎え、千葉県では
2025年に看護師が8,800人不足すると推定されており、
当院でも将来に備えて看護職の定着と確保対策に取り組ん
でいます。同時に看護チームの一員である看護補助者（通
称名：ヘルパーさん）との協働を今まで以上に進めていく必
要性を感じています。
　当院は急性期医療を提供している病院のため、病状が
刻々と変化する患者さんが多く入院しています。そのため、
日中勤務のヘルパーさんには、生活環境に関わる業務（ベッ
ドメイキングと周辺環境の整備等）、日常生活に関わる業
務（食事の配膳・下膳、車いす移送等）を中心に担当しても
らっていました。2020年から、看護師の人数が少なくなる
夜間帯16時30分から21時30分まで勤務するナイトヘル
パーさんが仲間に加わったことを機会に、ナイトヘルパーさ
んには、看護師と一緒に患者さんへの直接ケア（体位変換
や寝衣交換・おむつ交換等）も担当して
もらうこととしました。まずは直接ケア
がどのようなものかをイメージしてもら
うために動画の視聴をしてもらい、最後
にトレーニング用のモデル人形を使っ
た実際の介助練習へと段階的に研修で
きる制度を設けました。研修は勤務時
間内に行い、病棟で一緒に働く師長補
佐や主任看護師が実技を指導しており
ます。このように、業務に対する不安を
軽減し、疑問点の解決をしながら、直接

ケアに対する知識と技術を担保し安全性を確保しながら、
看護師と一緒に直接ケアを実践する体制を整えました。
　今回、ナイトヘルパーさんへの直接ケア導入は、看護師の
タスク・シフティング（業務の移管）ではなく、看護師2名で
行っていたことを、看護師とナイトヘルパーさんの2名で行
うタスク・シェアリング（業務の共同化）としました。これか
らも、私たち看護師と看護チームの一員として協働してくれ
るヘルパーさん・ナイトヘルパーさんを増やしたいと思って
います。そして、現在勤務しているヘルパーさん・ナイトヘ
ルパーさんの声を聞きながら、定着してくれるための働きや
すい職場づくりに取り組んでまいります。また、看護チーム
の更なる協働を進めることで、看護師が看護師でなければ
できない専門性を発揮し、看護チームとしてより質の高い
看護の提供を目指してまいります。

 開催日時 　原則、第４土曜日の13：00～15：00
 開催方法 会場参加（７階講堂）とZOOMによるWeb視聴でのハイブリッド形式

副院長　看護部長　髙橋 初枝

看護チームの
更なる協働を目指して

研修修了者の名札には
星シールを貼付

トレーニング中の様子

SAKURA DAYORI
さくらだ より

東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

T o h o  U n i v e r s i t y  S a k u r a  M e d i c a l  C e n t e r

基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～
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昇 任 の ご 紹 介

　2023年４月に内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野（佐倉）の講師を拝
命致しました渡邉康弘と申します。当センターでは、糖尿病、高血圧症、脂質
異常症、肥満症などの代謝性疾患や、下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎などに
関わる内分泌疾患の診療も行っています。糖尿病の領域では、近年医療機器が
目覚ましく進歩しています。腕や腹部に専用の小型のデバイスを貼り、持続的
に血糖値が測定できる機器や、インスリン注射量を時間帯ごとにプログラムで
きるインスリンポンプ、これらの両者が連動し半自動でインスリン注射を調整
できるSAP（Sensor Augmented Pump：サップ）療法などが注目を集めて

おり、患者さんに使用していただいています。肥満症の領域では、BMIが35kg/m２を超える高度の
肥満症に対する集学的な治療を行っています。食事療法や運動療法のみでは十分な減量が得られない
高度肥満症で、一定の基準を満たす場合に「減量・代謝改善手術」が考慮されます。この手術は体重
減少だけではなく、２型糖尿病の改善も期待できます。しかし、患者さんがメンタル面での不調を持
ち合わせている場合も多いため、多職種で構成される減量チームによるカンファレンスを行い、手術
適応を慎重に判断し手術を実施しています。患者さんそれぞれの病態に適した治療を提供できるよう
サポートいたしますので、お困りの際はどうぞご相談ください。

　2022年12月より東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科の講師に昇任いた
しました内海孝信と申します。私は2006年に千葉大学を卒業し、2013年４
月に佐倉病院泌尿器科に赴任いたしました。2016年４月から2018年12月ま
で米国ノースカロライナ大学での研究留学をはさみ、2019年１月より再び佐
倉病院に勤務しております。
　私は、泌尿器癌に対する手術療法や放射線療法、がん薬物療法を組み合わせ
た集学的治療を中心に行っています。従来の腹腔鏡手術に加えて、ロボット支
援手術システム（ダヴィンチX®）による手術も行っており、低侵襲で安全な手

術療法に携わっております。
　また、前立腺癌に対して、当院放射線科やQST病院とも連携してより精密な放射線療法にも対応し
ております。さらに、進行性の泌尿器癌に対しては、患者さんの病期や全身状態を考慮して適切なが
ん薬物療法を行っております。
　近年、がん患者さんの遺伝子解析を行って特徴に合った薬剤を選択するがんゲノム医療（プレシ
ジョン・メディシン）が発展しております。私は2023年１月より臨床遺伝診療センター副部長も兼
務しており、患者さんが一連のがん薬物療法の中で適切な遺伝子検査や薬剤選択ができるように、遺
伝カウンセリングも行っております。
　今後も泌尿器科の一員として、一人一人の患者さんの希望や病状を的確に理解し、安全かつ最適な
診療に努めて参ります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

泌尿器科 講師／臨床遺伝診療センター 副部長
内海　孝信（うつみ　たかのぶ）昇 任

糖尿病・内分泌・代謝センター 講師
渡邉　康弘（わたなべ　やすひろ）昇 任

救急部発足一年を迎えて
救急部部長　一林 亮（いちばやし りょう）

　2022年４月、東邦大学医療センター佐倉病院
に救急部が発足し１年が経過しました。「各々が
学習する組織」「互いが共感する組織」「自走す
る組織」を念頭に１年救急医療を提供することを
心がけました。
　日勤帯のみの救急部の活動でしたが、年間
4,115件の救急車の応需、walk inの患者さんを含
めると約9,000人の救急患者さんの受け入れを行
うことができました。救急車の台数は、開院以来
過去最大台数の受け入れをおこなうことができま
した。地域の救急医療に貢献できたかは、自己評
価できません。しかし救急車の台数という点では
少しは貢献できたと考えます。今後は量だけでな
く、救急医療の質もあげる必要があるので、救急
受診をきっかけに東邦大学医療センター佐倉病院
にかかりたいと思う患者さんが増えるように努力
したいです。
　救急医療の教育に関してですが、私以外は７年
目以下の院内助教、研修医の先生で構成された救
急部でした。Student Dr、研修医、院内助教に対
して、毎日の患者さん対応のデブリーフィング、
２週間に１回の抄読会、超音波講習会をおこない
継続的な教育を心がけました。これらの教育効果
は、今後の院内助教の先生たちの成長にあらわれ
てくることと思われますので非常に楽しみです。
また、学会報告を２本、2022年度から現時点ま
でに研修医、院内助教に３本の英語論文（内２本IF
あり）を指導しアクセプトされました。日々の診
療の疑問・興味のあった症例を中心にcase report
として報告しました。論文作成をすることで、非
常に勉強になったと思います。患者さんを治すこ
とが一番重要ですが、日々の診療で１症例１症例

を大切にし、報告することも大切なので今後も継
続していこうと思っています。
　このように日勤帯だけで始めた救急部ですが、
夜間帯を含めた救急医療活動すべての結果が、
2022年度の救急車受け入れ台数に反映された
と考えています。これは救急部でかかげた「自走
する組織」の成長だと考えます。救急部１年目は
救急部の内部体制の整備を主に行いました。２年
目は地域医療機関、消防との連携の強化にも目を
むけて救急医療体制の更なる構築を目指す予定で
す。また、救急部に関わるすべての医療従事者
が、気持ちよく働ける環境で医療ができるように
救急部の環境整備も行っていきたいです。地域の
患者さん、近隣の病院、クリニックの先生方に信
頼される救急部であるために、今後も頑張ってい
きますので、よろしくお願いいたします。

HPの画像です。学生、研修医、看護師、医師、
ヘルパー、クラーク。佐倉救急に関わる医療
従事者の手で構成されています。みんなで協力
し合う救急部でありたいです。
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